























































2008 年（小・中学校）および 2009 年（高等学校）に告示された学習指導要領では、「伝
統的な言語文化と国語の特質に関する事項」が新たに加えられた。漢字・語彙指導におい
ても、中国の漢字文化を柔軟に受け入れ独特の言語文化を形成してきた日本語（国語）の

































































  伝統的言語文化への興味・関心を広げる    国語の特質：言葉の成り立ち 










































当てることで、和語、漢字、カタカナ語のそれぞれの特質を理解させる（第 5 章、第 6 章、
第 7 章）」「漢字熟語の形成要因や字順法則を探ることで、漢語の構成上の特質を再認識さ
せる（第 8 章、第 9 章）」「漢字樹を通して漢字と和語の特質や漢字・語彙の広がりを認識
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践を通しての検証によって明らかになった成果と課題について、第 5 章から第 10 章の末
尾においてそれぞれ明らかにした。 
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２ 研究の概要 















一方で、1909 年から 1934 年までに次々と簡体字関係の資料や字書が出版され、簡体字運
動は高潮に達した。次に、戦後日本における漢字政策については、1946 年告示の「当用漢







案」がどのように制定されたかについて述べた。そして、1945 年から 2012 年現在までの
各学習指導要領のうち、小学校学習指導要領を中心に、特に漢字指導の変遷上重要な意味
を持つ 1958 年版、1968 年版、1989 年版、1998 年版の改訂を中心に戦後の学校教育にお
ける漢字指導の方針の変化を辿った。次に、市川本太郎、須田実による先行研究や国立国
語研究所による「小中学校における漢字の学習指導の実態」のアンケート調査の結果を通
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を創らせる活動を行った。「ガラガラ」の音義に合わせて「口果  口落 口果 口空（みかんが落ちて箱



















































関心を維持させるためにどのように工夫すればよいか、の 2 点を挙げることができる。   












A B 要素関連づけ 
話す 口 言葉 人が何かを話す 
離す 焚き火 本 本を火から離して置く
ハンドル 手 手をハンドルから離す
放す 鳥かご 鳥 かごの中の鳥を放す 
バケツ 釣った魚 釣った魚を川に放す 






























 第 5 章から第 7 章までは漢字・カタカナ語・和語の繋がりに着目した漢字・語彙指導法
を提案したが、第 8 章と第 9 章では二文字漢字熟語（「同義反復熟語」と「反義複合語」）
を取り上げて、それぞれの形成理由や字順法則を探る漢字・語彙指導法を提案した。 
 第 8 章では、日中両言語の二文字漢字熟語の形成過程に着目した。第 7 章で扱った同訓
異字を組み合わせてみると、例えば「会合」「温暖」「建立」「河川」「眼目」のような同じ
または類似した意味を持つ異なる漢字からなる熟語「同義反復熟語」が数多く存在するこ



















ものに二重傍線を付す、の三つのルールを設けた。「『最低 1 コ、最高 5 コ』の筈が、どの









 第 9 章では、同じく「並列構成」の「反義複合語（対義語からなる二文字漢字熟語）」
を用いた漢字・語彙指導法を提案した。「文法構成」の熟語はその構成要素の順序（字順）
が理解しやすいが、「並列構成」の熟語の字順法則が理解し難いものである。この指導法で





























 第 10 章では、第 5 章で言及した形声文字、第 7 章で言及した同訓異字、第 8 章で言及
した同義反復熟語を一つの単元に盛り込んで、「漢字樹」を用いて日中漢字文化の繋がりや
漢字と和語の語彙生成とそれぞれの特質を認識させる総合的な漢字・語彙指導法を提案し





























































































































 今後の課題として、以下の 3 点を挙げることができる。 
（1）教材研究―中国語、中国文化導入の困難さの克服 
 本研究では、日中漢字文化を比較し、その融合・発展過程で生じた様々な要素を生かし






























 本研究で提案した授業の構想は、配当時間が 2 時間と短時間のうちに実践可能な構想と
なった。これは一つに、「国語総合」における漢文入門期に短時間で実践できるようにする
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 日本の国語教育を研究する中国出身の筆者は、日中の共通の文字としての漢字、そして
漢字語彙の指導に関心を抱いてきた。本研究では日中の比較研究を軸としつつ、漢字文化
を生かした漢字・語彙指導法の開発を考えることで、まさに「明日の授業をどう創るか」
という問いに精いっぱい答えてきたつもりである。 
 
